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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（９月末現在）

男 1,031人
女 1,246人
計 2,277人
(前月比-１人)

(2009年末3,444人)

令和６年11月号
（第１８３号）

発行者
日奈久住民自治会

<会 議 等>
13日(水)市政協力員例会
18日(月)運営委員会
20日(水)広報部会

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

1日(金)日赤講習会
3日(日) 文化の日
3日(日)～10日(日)

日奈久美術展
15日(金)温泉神社例大祭
16日(土)日奈久小人文字撮影
23日(土) 勤労感謝の日
30日(土)日奈久小150周年式典

11月の行事から

10
月
４
日
（
金
）
日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本
年
度
は
、

大
坪
町
・
竹
之
内
町
・
塩
北
町
・
東
町
・

中
西
町
の
５
町
内
と
住
民
自
治
会
に
対

す
る
寄
付
物
品
（
総
額
30
万
円
相
当
）

の
目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
13
日(
日)
、
さ
わ
や
か
な
秋
空

の
下
、
令
和
６
年
度
日
奈
久
校
区
民
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(
主
催:

日
奈

久
住
民
自
治
会
、
主
管:

日
奈
久
ス
ポ
ー

ツ
協
会)

「
み
ん
な
で
協
力
し
、
体
育
祭
を

楽
し
も
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
会
場
の
日
奈
久
小･

中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
校
区
民
が
早
く
か

ら
集
ま
り
ま
し
た
。
開
閉
会
式
は
、

テ
ン
ト
内
で
傍
聴
す
る
と
い
う
形
式

で
、
参
加
者
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
で
、
現
在
全
国
ト
ッ
プ
を
走
っ

て
い
る
湯
の
里
日
奈
久
振
興
会
の
公

認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
く
ワ
ン
」
が

登
場
。
子
供

た

ち

か

ら

「
か
わ
い
い
」

の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

今
年
は
10

の

競
技
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
競

技
が
始
ま
る
と
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
笑
顔
で
参
加
し
、
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

「
け
が
も
な
く
無
事
に
体
育
祭
を

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
、
町
田
謙
二
ス
ポ
ー

ツ
文
化
部
長
が
講
評
で
述
べ
ま
し
た
。
年
々

高
齢
化
が
進
み
、
参
加
者
も
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
住
民
が
笑
顔
で
楽
し
め
た

体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

準
備
か
ら
後
始
末
ま
で
、
関
係
者
の
皆

様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

落
防
止
の
た
め
の
安
全
帯
着
用
、
安
全
確
保

の
た
め
の
監
視
と
剪
定
者
は
緊
張
と
暑
さ
で

苦
戦
し
ま
し
た
。

作
業
後
の
後
片
付
け
は
、
小
学
校
施
設
用

務
員
の
木
村
さ
ん
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

創
立
１
５
０
周
年
記
念
を
気
持
ち
良
く
迎

え
ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

第
２
回
「
日
奈
久

小
祭
り

こ
こ
の

こ
え
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
場
所
：
ゆ
め
倉
庫
及
び
レ
ン
ガ
広
場

◆
期
日
：
11
月
２
日(

土)

◆
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
１
時

◆
内
容
：
無
農
薬
野
菜
や
お
茶
、
米
粉
の

お
店
さ
ん
集
合
！
焼
き
菓
子
、
米
粉
パ
ン
、

イ
カ
焼
き
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
の
販
売

ま
た
、
第
１
回
「
日
奈
久
温
泉
神
社
イ

９
月
19
日
（
木
）
、
佐
藤
士
郎
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
て
、
日
奈
久
小
学
校

１
・
２
年
生
の
絵
手
紙
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
ク
レ
ヨ
ン
や
色
鉛
筆

を
使
い
、
野
菜
や
昆
虫
、
動
物
な
ど
の

絵
を
描
き
ま
し
た
。
「
絵
手
紙
は
、
は

み
出
し
て
描
い
た
ら
大
き
く
見
え
る
よ
」

と
の
助
言
を
参
考
に
、
思
い
思
い
に
楽

し
み
な
が
ら
、
約
90
分
で
完
成
し
て
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
は
、
有
田
雅
貴
所
長
と

鶴
泰
羽
副
所
長
が
来
訪
さ
れ
、
今
田
徳

次
郎
住
民
自
治
会
会
長
に
目
録
を
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
、
４
つ
の
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
寄
付
金
（
10
万

円
）
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
い
た
だ
き
ま
し
た

Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
物
品
贈
呈
式有田所長より今田会長へ目録贈呈

10
月
16
日(

水)

開
催
の
運
営
委
員
会
か

ら
、
記
事
に
掲
載
し
な
か
っ
た
主
な
事
項
を

お
伝
え
し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

・
10
月
26
日
午
前
７
時
か
ら
、
津
森
小
遭
難

の
碑
広
場
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
午
前
９
時
集
合
、

９
時
30
分
開
始
に
変
更
し
ま
す
。

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

日
奈
久
小
の
清
掃
に
奮
闘

千
代
永
老
人
会(

山
下
・
竹
之
内
）

９
月
21
日(

土)

、
千
代
永
老
人
会
よ

り
12
人
が
参
加
し
て
日
奈
久
小
学
校
の

清
掃
活
動
に
励
み
ま
し
た
。
女
性
陣
は

小
学
校
正
門
と
校
舎
周
り
の
除
草
と
清

掃
、
男
性
陣
は
正
門
側
生
垣
の
剪
定
を

行
い
ま
し
た
。

除
草
は
予
定
時
間
内
に
出
来
ま
し
た

が
、
樹
木
剪
定
は
高
所
作
業
で
し
た
。

予
想
以
上
に
木
々
が
繁
っ
て
い
て
、
転

きれいに剪定された生垣

大人も子供も力を合わせて
ボール運びリレー

みんなで集い、楽しかった校区民体育祭

ホールインワンも飛び出した
グラウンドゴルフリレー

力がこもった町内対抗綱引き

９
月
30
日
（
月
）
八
代
市
役
所
に
お
い

て
、
人
権
に
関
す
る
情
報
交
換
会
が
あ
り

ま
し
た
。
市
か
ら
人
権
教
育
・
人
権
啓
発

の
取
組
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
他
、
条
例
・
啓
発
・
人
権
資
料
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
に
関
す
る

相
談
な
ど
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の

人
権
を
大
切
に

し
、
啓
発
に
努

め
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
ま
し
ょ

う
。

人
権
に
関
す
る
情
報
交
換
会

に
参
加
し
ま
し
た

「
楽
し
く
描
け
た
よ
」

小
学
校
で
絵
手
紙
教
室
開
催

完成した絵手紙を手に

笑顔の子供たち

ま
る
っ
と
１
日

日
奈
久
を
楽
し
も
う
！
！

チ
キ
シ
マ
姫
命
映
画
祭
」
も
同
日
開
催
さ

れ
ま
す
。

◆
場
所
：
温
泉
神
社
イ
ベ
ン
ト
広
場

◆
時
間
：
午
後
３
時
～

紙
相
撲
作
り
と
紙
相
撲
秋
場
所
大
会

○
午
後
４
時
30
分
～
マ
ン
ド
ラ
演
奏
・
ホ

ワ
イ
ト
リ
リ
ー
ズ
演
奏

楽
器
紹
介
や
指

揮
者
体
験
な
ど

○
午
後
６
時
～
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
杜
人
」
環
境
再
生
医

矢
野
智
徳
の
挑

戦
を
上
映
（
上
映
時
間
約
１
０
０
分
）

◆
料
金
：
映
画
チ
ケ
ッ
ト
代

１
０
０
０

円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
紙
相
撲
、
演
奏
会
は
無
料

※
飲
食
店
出
店
あ
り

※
雨
天
時
は
午
後
３
時
30
分
か
ら
演
奏
、

午
後
５
時
時
か
ら
映
画
上
映

※
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
有
り

詳
し
く
は

@
k
o
m
a
t
u
r
i
_
k
o
k
o
n
o
k
o

e
@
h
i
n
y
a
_
g
u
u
2
0
2
3

お
問
い
合
わ
せ

０
８
０‐

２
７
９
６

‐

１
８
７
２
（
白
石
）

９
月
27
日
（
金
）
日
奈
久
小
学
校
で
行
政

相
談
出
前
教
室
が
、
５
・
６
年
合
同
で
渡
邉

容
子
行
政
相
談
員
（
以
前
日
奈
久
小
学
校
に

勤
務
）
・
総
務
省
・
市
役
所
合
わ
せ
て
４
人

の
講
師
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
行
政
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
住

民
か
ら
の
気
付
き
で
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ

た
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
町
内

の
近
い
人
が
班
ご
と
に
集
ま
り
、
自
分
た
ち

の
身
の
周
り
で
何
か
改
善
点
が
あ
る
か
考
え

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
班
ご
と
の
発
表
で

「
歩
道
橋
が
苔
で
滑
る
の
で
危
な
い
」
「
公

園
が
あ
る
と
よ
い
」
「
道
が
狭
く
て
車
と

す
れ
違
う
時
に
危
な
い
」
な
ど
小
学
生
な

ら
で
は
の
気
付
き
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
角
田
日
奈
久
出
張
所
所
長
か
ら

道
路
異
常
通
報
シ
ス
テ
ム
等
の
話
を
聞
い

た
後
、
行
政
相
談
出
前
教
室
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
出
前
教
室

町
の
こ
と
を
考
え
た
５
・
６
年

身近なことを見直し

話し合う子供たち

◆
日
時

11
月
３
日(

日)

午
後
～

11
月
10
日(

日)

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

今
年
で
13
年
目
を
迎
え
る
日
奈
久
美

術
展
。
絵
画
や
工
芸
、
写
真
書
道
な
ど

多
彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

11
月
１
日(

金)

午
前
10
時
～

◆
内
容
「
避
難
時
に
お
け
る
高
齢
者
支
援

に
つ
い
て
」

◆
場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
赤
講
習
会
の
お
知
ら
せ

第
13
回
日
奈
久
美
術
展
の

開
催
お
知
ら
せ
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２

日
奈
久
小
学
校

１
５
０
周
年
の
部
屋
５

人
文
字
の
撮
影
協
力
依
頼

日
奈
久
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
山

頭
火
が
泊
ま
っ
た
木
賃
宿
「
織
屋
」

が
昭
和
５
年
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
大
切
に
す
る

一
か
月
間
で
し
た
。

柳
屋
旅
館
の
壁
に
か
け
さ
せ
て
も

ら
っ
た
句
板
の
下
に
「
持
っ
て
き
ま

し
ょ
う
か
」
と
、
緑
の
植
木
鉢
を
快

く
置
い
て
く
だ
さ
っ
た
森
本
さ
ん
。

通
り
が
か
り
の
お
客
さ
ん
が
「
お
し
ゃ

れ
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

土
日
に
開
店
し
た
織
屋
の
駄
菓
子

屋
さ
ん
は
、
婦
人
会
の
協
力
で
昔
子

供
の
お
ば
さ
ん
達
が
楽
し
み
ま
し
た
。

「
街
並
み
再
発
見
」
で
は
、
金
剛
か

ら
の
お
子
さ
ん
連
れ
の
ご
夫
婦
が
、

一
か
月
入
浴
券
を
ゲ
ッ
ト
。
池
田
山

頭
火
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
案

内
は
90
歳
の
年
令
を
感
じ
さ
せ
な
い

も
の
で
し
た
。

【
俳
句
入
賞
句
】

「
秋
立
つ
や
美
し
き
雨
降
る
山
の
宿
」

は熊
本
市

森
坂
よ
し
の

「
秋
風
や
夫
婦
暮
ら
し
に
余
る
箸
」

熊
本
市


﨑
和
郎

「
ね
じ
花
が
今
年
も
咲
い
て
母
が
居

て
」

美
里
町

宮
澄
陸
子

「
秋
時
雨
火
種
の
よ
う
に
母
が
居
る
」

美
里
町

畑
田
孝
子

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

「
こ
お
ろ
ぎ
や
ね
む
れ
ぬ
夜
の
子
守

歌
」

一
中
三
年

田
上
円
香

「
温
せ
ん
の
湯
気
と
い
っ
し
ょ
に
出

る
つ
か
れ
」

日
奈
久
小
五
年

今
井
愛
華

「
降
る
雨
で
汗
も
涙
も
流
れ
け
り
」

鏡
中
三
年

田
島
豪
流

前
山
光
則
選

「
昼
寝
覚
め
残
り
ひ
と
つ
の
塩
む
す

び
」

山
鹿
市

立
山
ひ
ろ
子

山
下
し
げ
人
選

「
ぽ
か
ぽ
か
と
春
物
買
い
に
父
と
行

く
」

四
中
三
年

谷
口
結
菜

投
句
数
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
４
２
６
句
、

一
般
の
部
は
、
２
２
２
句
で
し
た

日
奈
久
竹
灯
籠
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
く
ま
も
と
あ
そ
び
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
）

本
事
業
は
、
熊
本
県
の
「
令
和
６
年

度
地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
補

助
金
」
を
受
け
て
実
施
さ
れ
、
日
奈
久

小
学
校
１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
の
連

携
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
11
日(

金)

、
日
奈
久
小
学
校
４

年
生
が
製
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
自

分
が
描
い
た
図
柄
を
竹
に
貼
り
付
け
、

ド
リ
ル
を
使
っ
て
穴
開
け
作
業
に
か
か

り
ま
し
た
。
初
め
は
恐
る
恐
る
で
し
た

が
、
次
第
に
慣
れ
て
、
上
手
に
穴
を
開

け
て
い
き
ま
し
た
。
保
護
者
や
地
域
の

方
の
指
導
と
協
力
で
、
全
員
が
上
手
に

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

今
後
、
23
日
、
29
日
、
30
日
と
開
催

さ
れ
ま
す
。
完
成
し
た
竹
灯
籠
は
、
１

５
０
周
年
記
念
式
典
の
日
に
日
奈
久
小

学
校
で
、
ま
た
、
年
末
年
始
に
日
奈
久

温
泉
神
社
で
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。

10
月
14
日
・
15
日
、
日
奈
久

阿
蘇
神
社
（
大
明
神
）
の
例
大

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(

請
前

大
坪
町)

前
夜
祭
は
11
組
の
演
者
が
出

場
。
午
後
６
時
か
ら
午
後
７
時

30
分
ま
で
、
保
育
園
児
の
踊
り
、

太
鼓
、
中
高
生
に
よ
る
ダ
ン
ス

(

３
組
出
場
）
、
舞
踊
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

中
国
琵
琶
演
奏
、
よ
さ
こ
い
・
う
き

神
楽
、
歌
な
ど
様
々
な
出
し
物
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

15
日
の
本
祭
は
、
朝
９
時
か
ら
の

厳
か
な
神
事
に
始
ま
り
、
保
育
園
児

の
奉
納
神
輿
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
可
愛
ら
し
い
神
輿
の
後

は
秀
岳
館
高
校
生
の
雅
太
鼓
の
演
奏

で
す
。
境
内
に
響
く
「
ド
ン
！
」
邪

気
払
い
の
如
く
脳
天
に
心
地
よ
く
響

き
、
煩
悩
も
吹
き
飛
ん
だ
様
な
気
分

で
す
。
太
鼓
部
の
人
数
が
今
年
は
14

人
で
、
去
年
の
40
人
か
ら
大
幅
に
減

少
し
て
、
来
年
以
降
の
出
演
は
難
し

い
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
、
園
児
の
奉
納
相
撲
で
す
。

一
生
懸
命
の
取
り
組
み
は
、
微
笑
ま

し
く
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

次
の
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
は
、
13

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
出
し
ま
し
た

が
、
中
に
は
堂
々
と
し
て
い
る
赤
ち
ゃ

ん
も
お
り
、
観
客
か
ら
多
く
の
歓
声

11
月
16
日
（
土
）
に
日
奈
久
小･

中
運

動
場
に
お
い
て
、
人
文
字
の
撮
影
が
行

わ
れ
ま
す
。
「
日
奈
久
小
１
５
０
」
の

文
字
を
２
５
９
人
で
作
り
、
ド
ロ
ー
ン

で
撮
影
を
し
ま
す
。
集
合
は
11
時
、
撮

影
終
了
は
12
時
の
予
定
で
す
。
小
雨
決

行
、
強
雨
時
は
30
日
（
土
）
に
延
期
。

実
行
委
員
が
準
備
す
る
手
袋
を
着
用

し
て
撮
影
を
し
ま
す
。
終
わ
っ
た
ら
持

ち
帰
っ
て
下
さ
い
。
撮
影
受
付
時
に
引

換
券
を
お
受
け
取
り
下
さ
い
。
引
換
券

は
、
11
月
30
日
（
土
）
記
念
式
典
の
時

に
、
撮
影
し
た
人
文
字
が
入
っ
た
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
と
交
換
で
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

優勝した渡辺るき君

りと君兄弟

【
絵
手
紙
入
賞
作
品
】

特
選

日奈久小１年 いまいあいな

審
査
員
特
別
賞

八代市 前田タミ子

入
選

八代市 山本重子広島市 川﨑海登

八代市 渡辺久己

八代市 今福和歌子

原

和
海
（
竜
北
東
小
３
年
）

藤
浦
裕
一
郎
（
八
代
市
）

中
村

直
子
（
菊
陽
町
）

澤
本

隆

（
広
島
市
）

小
倉
伸
也
（
広
島

市
）

谷
口
慎
一
（
八
代
市
）

山
口
み
ゆ
う
（
熊
本
市
）

入
江

憲
子
（
広
島
市
）

谷
口
重
子

（
八
代
市
）

宮
地
政
弘
（
奈
良

市
）

印
南
恵
子
（
春
日
部
市
）

春
﨑
ち
な
み
（
八
代
市
）

藤
門

葉
子
（
八
代
市
）

坂
田
靖
子

（
山
都
町
）

北
田
一
幸
（
八
代

市
）

入
江
寿
音
（
奈
良
市
小
２

年
）作

品
展
の
お
知
ら
せ

10
月
12
日
～
27
日

ホ
テ
ル
潮
青
閣
１
階
ロ
ビ
ー
（
全
）

10
月
29
日
～
11
月
７
日

〈
土
日
を
除
く
〉

日
奈
久
郵
便
局
（
入
賞
作
品
の
み
）

そ
の
後
は

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯

２
階
休
憩
室
（
全
作
品
）

佳
作 日奈久 竹田澄子

水俣市 楠原なぎさ 八代市 中津美保子

（
審
査
員
評
か
ら
）

特
選
の
作
品
は
大
き
い
口
が
ち

く
わ
を
パ
ク
ッ
と
い
き
そ
う
で
元

気
で
楽
し
い
作
品
。
こ
れ
が
絵
手

紙
だ
！
と
初
心
に
戻
っ
た
感
じ
さ

え
し
ま
し
た
。

出
品
数

一
般
75
点

小
・
中
学
生
59
点

が
上
が
り
ま
し
た
。

昼
食
後
、
小
学
生
16
人
に
よ
る
東

西
対
抗
相
撲
が
始
ま
り
ま
し
た
。
男

子
対
女
子
の
試
合
も
あ
り
、
若
干
女

子
の
方
が
強
い
取
り
組
み
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
中
学
生
の
相
撲
は
迫

力
が
あ
り
観
客
も
つ
い
見
入
っ
て
し

ま
う
程
で
し
た
。

最
後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
、

今
回
は
小
学
生
も
抽
選
会
に
参
加
し
、

一
喜
一
憂
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

山
下
亜
矢
子
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な
司

会
進
行
で
、
請
前
の
大
坪
町
か
ら
塩

南
町
へ
の
引
継
の
儀
を
も
っ
て
、
心

配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
の
元
気
な
泣
き
声
に
歓
声

日
奈
久
阿
蘇
神
社
秋
季
例
大
祭
開
催
さ
れ
る

中高生によるダンス

勇壮な太鼓の演奏

思わず泣き出す赤ちゃん土俵入り

日
奈
久
竹
灯
籠

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

製作に集中する４年生

25
年
目
の

九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火

協
賛
金
目
標
達
成
！

皆
様
の
ご
協
力
で
目
標
の
３
０
０
万

円
を
達
成
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
協
賛
金
の
受
付

は
、
11
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
目
標

額
を
超
え
た
分
は
、
学
校
整
備
に
活
用

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
賞

秀
作

秀
作

御鎮座６０５年


